
本
号
で
公
布
さ
れ
た

法
令
の
あ
ら
ま
し

政

令
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一
般
国
道
の
指
定
区
間
を
指
定
す
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
三
十
一
年
三
月
一
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

政
令
第
三
十
一
号

一
般
国
道
の
指
定
区
間
を
指
定
す
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定

す
る
。

一
般
国
道
の
指
定
区
間
を
指
定
す
る
政
令
（
昭
和
三
十
三
年
政
令
第
百
六
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。別

表
百
一
号
の
項
中
「
青
森
県
西
津
軽
郡
鰺
ヶ
沢
町
大
字
北
浮
田
町
字
平
野
二
百
三
十
四
番
一
か
ら
同
郡
」
を
「
つ

が
る
市
木
造
越
水
長
谷
川
百
六
十
二
番
四
か
ら
青
森
県
西
津
軽
郡
」
に
、「
同
郡
鰺
ヶ
沢
町
大
字
北
浮
田
町
字
平
野
二
百

三
十
四
番
一
」
を
「
同
市
木
造
越
水
長
谷
川
百
六
十
二
番
四
」
に
改
め
、
同
表
百
十
三
号
の
項
中
「
南
陽
市
赤
湯
字
川

尻
二
千
九
百
七
十
七
番
一
」
を
「
山
形
県
東
置
賜
郡
高
畠
町
大
字
深
沼
字
舟
入
千
六
百
二
十
六
番
三
」
に
改
め
、
同
表

二
百
八
十
三
号
の
項
中
「
第
七
地
割
百
五
十
四
番
十
二
か
ら
遠
野
市
上
郷
町
平
野
原
三
地
割
二
十
番
二
」
を
「
第
十
三

地
割
二
百
五
十
九
番
一
か
ら
遠
野
市
綾
織
町
新
里
二
十
八
地
割
二
十
九
番
一
」
に
改
め
、「（

石
市
甲
子
町
第
七
地
割

百
五
十
四
番
十
二
か
ら
」
の
下
に
「
同
市
甲
子
町
第
七
地
割
百
七
十
一
番
一
、
同
市
甲
子
町
第
四
地
割
二
百
二
十
六
番

九
及
び
」
を
加
え
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
平
成
三
十
一
年
三
月
三
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
表
百
一
号
の
項
の
改
正
規
定
は
同
月
二
十

六
日
か
ら
、
同
表
百
十
三
号
の
項
の
改
正
規
定
は
同
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。国

土
交
通
大
臣

石
井

啓
一

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

電
解
二
酸
化
マ
ン
ガ
ン
に
対
し
て
課
す
る
不
当
廉
売
関
税
に
関
す
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布

す
る
。御

名

御

璽

平
成
三
十
一
年
三
月
一
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

政
令
第
三
十
二
号

電
解
二
酸
化
マ
ン
ガ
ン
に
対
し
て
課
す
る
不
当
廉
売
関
税
に
関
す
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
関
税
定
率
法
（
明
治
四
十
三
年
法
律
第
五
十
四
号
）
第
八
条
第
二
十
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令

を
制
定
す
る
。

電
解
二
酸
化
マ
ン
ガ
ン
に
対
し
て
課
す
る
不
当
廉
売
関
税
に
関
す
る
政
令
（
平
成
二
十
年
政
令
第
百
九
十
六
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
一
項
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二

中
華
人
民
共
和
国
（
香
港
地
域
及
び
マ
カ
オ
地
域
を
除
く
。）

◇
一
般
国
道
の
指
定
区
間
を
指
定
す
る
政
令
の
一
部
を
改

正
す
る
政
令
（
政
令
第
三
一
号
）（
国
土
交
通
省
）

１

国
土
交
通
大
臣
が
維
持
、
修
繕
、
災
害
復
旧
そ
の
他

の
管
理
を
行
う
一
般
国
道
の
指
定
区
間
を
追
加
等
す
る

こ
と
と
し
た
。（
別
表
関
係
）

２

こ
の
政
令
は
、
一
部
の
規
定
を
除
き
、
平
成
三
一
年

三
月
三
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

◇
電
解
二
酸
化
マ
ン
ガ
ン
に
対
し
て
課
す
る
不
当
廉
売
関

税
に
関
す
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
政
令
第

三
二
号
）（
財
務
省
）

１

課
税
期
間
が
満
了
し
た
ス
ペ
イ
ン
及
び
南
ア
フ
リ
カ

共
和
国
を
原
産
地
と
す
る
電
解
二
酸
化
マ
ン
ガ
ン
を
除

き
、
中
華
人
民
共
和
国
（
香
港
地
域
及
び
マ
カ
オ
地
域

を
除
く
。）を
原
産
地
と
す
る
電
解
二
酸
化
マ
ン
ガ
ン
に

対
し
て
課
す
る
不
当
廉
売
関
税
に
つ
い
て
、
関
税
定
率

法
の
規
定
に
基
づ
き
、
そ
の
課
税
期
間
を
平
成
三
六
年

二
月
二
九
日
ま
で
延
長
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
条
及

び
第
二
条
関
係
）

２

こ
の
政
令
は
、
平
成
三
一
年
三
月
五
日
か
ら
施
行
す

る
こ
と
と
し
た
。

◇
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正

す
る
政
令
（
政
令
第
三
三
号
）（
農
林
水
産
省
）

一

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
施
行
令
及
び
東
日
本
大

震
災
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
及
び
助
成

に
関
す
る
法
律
の
農
林
水
産
省
関
係
規
定
の
施
行
等
に

関
す
る
政
令
の
一
部
改
正
関
係

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
者
に
対
す
る

青
年
等
就
農
資
金
の
貸
付
け
の
特
例
等
の
適
用
期
間
を

平
成
三
二
年
三
月
三
一
日
ま
で
延
長
す
る
こ
と
と
し

た
。（
第
一
条
関
係
）

二

東
日
本
大
震
災
に
対
処
す
る
た
め
の
農
林
水
産
省
関

係
政
令
の
特
例
に
関
す
る
政
令
の
一
部
改
正
関
係

１

漁
業
経
営
の
改
善
及
び
再
建
整
備
に
関
す
る
特
別

措
置
法
施
行
令
の
特
例
等
の
適
用
期
間
を
平
成
三
二

年
三
月
三
一
日
ま
で
延
長
す
る
こ
と
と
し
た
。

２

特
定
農
産
加
工
業
経
営
改
善
臨
時
措
置
法
施
行
令

の
特
例
の
適
用
期
間
を
平
成
三
一
年
六
月
三
〇
日
ま

で
延
長
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
二
条
関
係
）

三

施
行
期
日

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し

た
。
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